
■
Ｉ
Ｉ
Ｊ

、

IL! 〃

マ

鵬
胤
の
請
求
は
早
く

七
月
三
十
一
日
後
は
無
効

旧
軍
人
の
普
通
恩
給
を
は
じ
め
一
時
恩

給
、
公
務
扶
助
料
、
普
通
扶
助
料
、
一

時
扶
助
料
の
請
求
権
が
、
こ
と
し
の
七

月
三
十
一
日
で
な
く
な
る
の
で
、
該
当

し
て
い
る
人
で
い
ま
だ
請
求
を
し
て
い

な
い
人
は
、
な
る
べ
く
早
く
町
役
場
厚

生
課
に
手
続
き
す
る
よ
う
望
ん
で
い
る

◇
篭
邇
恩
給

実
在
融
年
が
十
二
年
以
上
（
准
士
官
以

上
は
十
三
年
以
上
）
あ
る
考

終
戦
前
に
恩
給
を
受
給
し
た
こ
と
の
あ

る
者
・

恩
給
証
醤
が
な
く
て
も
、
受
給
ま
た
は

証
警
を
受
け
取
っ
た
と
思
わ
れ
る
者

◇
一
時
恩
給 届

揚
者
給
付
金
お
よ
び
、
遺
族
給
付
金
の

請
求
期
限
は
、
本
年
五
月
十
六
日
で
切

れ
た
の
で
あ
る
が
、
法
律
の
改
正
に
よ

っ
て
昭
和
三
十
六
年
五
月
十
六
日
ま
で

の
一
年
間
延
期
に
な
っ
た
。

町
当
局
で
は
、
今
後
も
引
揚
者
お
よ
び

遺
族
給
付
金
の
受
け
付
け
を
続
け
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、
該
当
者
は
役
場
厚

生
課
へ
請
求
の
手
続
き
を
す
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
。

日
1~-1111.l111llll
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l
I

l

ノ

禺〆

蝿
撰
甜
鋤
”
燗
鵬
餓
一

ハ
カ
リ
の
合
格
証
に

注
意

謂
蝿
纈
翻
酎
繩
瀦
繩
一

西
湖
媚
溺
繩
鴻
娠
邸
麺
一

第
二
保
育
所
の
工
事

七
月
中
に
は
完
成

昭
和
三
十
一
年
秋
か
ら
、
金
木
小
学
校

の
三
教
室
を
借
り
て
子
ど
も
た
ち
を
隊

青
し
て
き
た
金
木
町
第
二
保
育
所
は
、

五
月
中
旬
に
謡
工
、
七
月
下
旬
に
は
完

成
す
る
見
と
お
し
が
つ
き
、
保
青
所
の

先
生
や
、
お
母
さ
ん
方
は
、
ま
ず
ヒ
ト

安
心
と
、
胸
を
ナ
デ
お
ろ
し
て
い
る
ヮ

同
保
育
所
は
工
串
費
（
騨
地
買
収
を
含

む
）
約
二
百
三
十
五
万
円
、
木
造
、
平

屋
廷
、
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
で
述
坪
は
八

十
二
坪
。
。

意
す
る
よ
う
望
ん
で
い
る
。

引
き
続
き
七
年
以
上
十
二
年
（
准
士
官

以
上
は
十
三
年
）
未
満
の
実
在
職
年
の

あ
る
老

◇
公
務
扶
助
料

戦
死
、
戦
病
死
さ
れ
た
軍
人
の
遺
族

◇
琶
邇
扶
助
料

普
通
恩
給
の
請
求
権
の
あ
る
人
が
死
亡

さ
れ
た
遺
族

◇
一
時
扶
助
料

一
時
恩
給
の
講
求
権
の
あ
る
人
が
死
亡

さ
れ
た
遺
族

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
町
役
場
厚
生

課
ま
た
は
県
社
会
課
へ
問
い
あ
わ
せ
の

こ
と
。 国

保
税
の
納
期
か
わ
る

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
芝
昨
年
産
は

発
足
初
年
度
で
あ
る
関
係
か
ら
．
三
期

に
わ
け
て
い
た
が
、
本
年
度
か
ら
は
次

の
と
お
り
四
期
に
わ
け
て
納
め
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
。

露
一
期
四
月
末
日

第
二
期
七
月
末
日

第
三
期
九
月
末
日

第
四
期
十
二
月
末
日

’

厚
生
課
長
角
田
正
異
新
採
用
）

保
険
孤
曇
鵬
海
武
雄
（
厚
生
課
長
）

（
五
月
三
十
日
付
）

保
険
陳
伊
丸
岡
余
雄
（
税
務
課
）

税
務
課
桑
田
哲
男
（
保
険
課
）

（
六
月
七
日
付
）

：
．
…
・
…
・
・
唖
低
調
つ
づ
き
の
た
め
、

一
心
へ
》
苗
の
の
び
が
お
く
れ
た

一
参
発
雷
繩
珪
龍
認

．
・
・
・
…
…
ふ
わ
ぎ
し
た
も
の
だ
。

◇

金
木
地
区
農
業
改
良
苦
及
所
で
は
『
こ

う
い
う
こ
と
を
予
想
し
て
、
畑
苗
代
を

奨
励
し
、
通
し
苗
代
に
は
、
深
水
管
理

を
す
る
よ
っ
に
揖
導
し
て
き
た
の
で
す

が
、
ど
う
も
結
果
が
思
わ
し
く
な
く
て

・
・
・
」
と
の
こ
と
。

◇

青
森
気
象
台
で
は
「
こ
こ
二
、
三
年
前

か
ら
、
冬
は
暖
か
く
、
夏
が
凉
し
い
、

ゴ
メ
ン
こ
う
む
り
た
い
。
。
：
…
か
と
い

っ
て
、
こ
の
自
然
現
象
は
不
可
抗
力
で
↑

あ
る
。

◇

だ
が
不
可
抗
力
だ
か
ら
、
と
い
っ
て
無

頻
で
は
な
か
つ
た
は
ず
だ
。
農
改
普
及

所
が
水
稲
に
対
し
て
指
導
し
た
例
を
み

れ
ば
、
①
畑
苗
代
の
奨
励
②
種
籾
の
う

す
瞬
き
③
防
風
設
鰄
④
通
し
苗
代
の
深

水
励
行
⑤
旱
植
え
の
励
行
、
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
を
忠
実
に

守
っ
た
展
家
は
、
順
鯛
な
田
纏
え
を
し

て
い
る
。

◇

宇
宙
旅
行
が
、
夢
で
な
く
な
っ
た
ほ
ど

科
学
の
進
ん
だ
現
代
に
お
い
て
、
〃
人

事
を
つ
く
し
て
天
命
を
待
て
〃
な
ど
と

い
え
ば
笑
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

や
は
り
人
の
力
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
全
力
莚
あ
げ
て
や
る
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

｜

暖
冬
の
つ
づ
く
の
は
あ
り
が
た
い
が
、

鰹
作
物
に
怒
影
稗
を
お
よ
ぼ
す
冷
夏
は

三
、
四
年
は
、
こ
ら
い
う
暖
冬
冷
夏
型
一

が
つ
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
一

る
』
と
い
っ
て
い
る
。

◇

と
い
う
傾
向
が
あ
り
、
明
治
時
代
か
ら

の
統
計
査
料
に
よ
れ
ば
、
今
後
さ
ら
に

金木春秋
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
域
）

'’
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事ば
か
り
で
な
く
ク
苗
ぐ

さ
れ
〃
で
、
田
植
え
の
一

異

弦

’

・
伊
ロ
二
二
口
。
。
Ｕ
亭
二
壱
。
り
げ
。
毛
砥
む
ら
０
◆
。
一
言
・
・
・
Ｊ
二
言
、
口
皀
‐
今
二
七
，
。
◆
‐
戸
壽
で
。
●
。
。
【
一
吉
“
Ｐ
今
●
ニ
ラ
辱
令
。
。
や
二
一
．
０
命
・
一
二
言
。
。
。
Ｐ
一
室
白
９
タ
●
』
二
二
・
、
。
■
。
二
一
。
。
，
。
、
ニ
マ
。
口
早
。
二
一
》
Ｄ
Ｃ
０
号
Ｔ
Ｅ
Ｄ
邑
僅
◇
９
恥

艸
Ⅱ
ｂ

投
票
七
月
一
日
雲
》
御
託
誌
恥伽

Ⅳ
三
三
一
Ｐ
ｂ
二
一
弐
託
Ｄ
Ｐ
一
三
言
亘
Ｐ
抄
二
’
三
一
一
百
Ｐ
ｂ
三
三
一
■
Ｐ
ｂ
二
二
三
一
口
伊
俄
恥唖

０
０
．
台
●
●
・
■
■
０
■
■
■
■
■
■
■
・
年
・
●
色
●
■
合
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
凸
の
■
ｐ
■
●
・
●
●
０
■
■
■
■
Ⅱ
■
。
●
７
巳
■
Ｆ
ｂ
ｇ
●
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
■
口
白
■
■
甲
■
旬
・
■
■
■
■
■
■
ヰ
タ
リ
ら
０
■
由
岳
曾
■
■
ｑ
０
ａ
４鰐

Ⅲ
畔

一
一
峠

一
志

事
選
’
一

Ⅱ矢

一
一

一
『

Ⅲ
犯
押
８
。
旧

１
．
．
．
曇
。
Ｉ
Ⅱ
！
…
●
・
・
・
ｉ
Ⅱ
０
！
…
２
．
ｉ
Ⅱ
Ｉ
！
．
…
・
・
・
、
１
１
１
。
●
…
．
、
１
１
１
．
・
…
ｉ
Ｌ
Ⅲ
、

三
三
４
．
三
三
言
■
９
－
■
一
一
三
三
．
一
．
星
三
三
Ｇ
ｄ
三
雲
弓
一
ｑ
ｑ
三
三
三
囹
句
叩
聖廿

や
開
票
七
月
一
日
午
後
七
時
剖軸

副
写
ロ
・
谷
口
壽
“
。
・
今
三
了
“
・
三
・
。
。
。
今
今
号
。
◇
・
曼
言
“
曇
ロ
三
口
。
“
・
・
曼
。
・
Ｄ
Ｄ
Ｃ
三
一
“
。
。
。
言
ロ
言
早
。
三
口
。
ロ
。
ロ
邑
一
。
◇
口
。
三
”
。
。
。
－
号
。
ｐ
ｐ
Ｐ
・
呈
弓
、
令
三
言
。
。
邑
冒
・
皇
言
二
。
。
○
男
，

か
ら
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
日
］
″
一
‐
実
施
区

七
月
八
日

上
古
町
、
上
鰹
冶
町
、
下
織
冶
町
、

畑
中
、
新
誠
町
．
後
町

七
月
十
一
日
川
禽
一
釧
倉
及
び
藤
枝
の
寺
街
道
よ
り
下
全

七
月
十
二
日
一
蒔
田
一
鐺
筆
噌
及
び
藤
枝
の
寺
街
道
ょ

七
月
十
三
日

栄
町
、
田
町
、
南
新
町
、
山
道
町
、
昭

和
町
、
大
東
ヶ
丘
、
神
明
町
朝
日
町

ｌ
金

七
月
十
四
日

米
町
、
川
端
町
、
寺
町
新
富
町

浦
町
、
芦
野
町
、
三
好
町
、
沢
部

【
註
】
１
、
毎
日
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
ま
で
実
施
し
ま
す
。

２
、
手
数
料
は
二
○
○
円
で
す
。

七
月
七
日
一
嘉
瀬

馬
の
伝
貧
検
在
と
流
脳
の
予
防
注
射
を
、
次
の
日
程
表
の
と
お
り
行
な
い
ま
す

Ｊ在る
現
よ

順
に

一
銀
溌
韓
議
閉
報聯

・
・
↑
Ｊ

ぞ
》
５
ｊ

琴
．
年
口

8，216人
8,576人

18,792人

男
女
計

社
派
極
町
下
僻
鞄
町
上
柏
木
、
、
下
柏

喜
良
市

更
生
部
落
、
束
騒
兄
町
、
西
岩
見
町

野
崎
、
林
町
、
南
本
町
、
北
本
町

倉
一
釧
倉
及
び
藤
枝
の
寺
街
道
よ
り
下
全
一
副
協
輝

〃

|計
|16,792

’区分｜金木|嘉瀬’
一一一

人口’8,52514,6111

喜艮市下
派
立
、
新
町
、
昭
和
町
、
冷
水
、

本
町
、
新
堤
町
‐

上
派
立
、
中
派
立
、
東
町
、
小
栗
崎

中
柏
木 ２

８
２

９
４
３

７
８
Ｆ
７

６
２

１６
１
１

５
６
１

６
５

９３

世輔’1,488
J｜
ｲ

7991

11

｜

’
２
２

加
一
猫域

’
７

６４１
１

３
３一

実
施
場
所

一

一
展
協
前
一

一

一
権
麺
誇
銅

’

支
所
鵬

一

書
良
市
一
一
Ⅷ

裏
瀬
一
ゞ

隆
窃
訂
一
一

ｌ
金
木
共
済

情
一
一

雄一竜｢一一IT~-'| 012
’ 戸･IIP－．81h.p〆等B瓜･唖10I1hP〆p叩jU.･DOdIIn｡,
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一一画一

、

Ⅶ
Ⅲ
”『

一
に
し
た
も
の
に
傑
作
が
多
い
そ
う
だ
味
と
い
う
も
の
は
、
ま
ァ
若
い
時
か
せ
で
…
・
・
・
・
今
の
若
い
人
た
ち
を
ウ
男
女
同
種
？
：
．
こ
れ
は
ど
う
も
、
．
…
．

鞭
『
い
ま
庭
木
や
花
を
集
め
て
い
る
が
ら
、
自
分
の
好
み
に
あ
っ
た
も
の
を
ラ
ヤ
マ
シ
イ
と
は
思
〃
が
、
わ
が
人
私
の
ト
コ
ロ
は
〃
共
同
体
制
〃
で
す

！
ナ
カ
ナ
カ
な
も
の
で
す
不
・
・
…
・
・
趣
モ
ノ
に
す
る
の
で
な
け
れ
ば
ダ
メ
で
生
に
は
悔
な
し
で
す
ワ
』
ヨ
』
（
軽
く
イ
ナ
ス
あ
た
り
は
賃
録

一
一
１
日
！
・
今
舎
・
：
ｉ
Ｉ
Ｄ
ｏ
・
↑
こ
・
・
．
．
●
１
回
…
、
。
亀
曽
ｉ
ｌ
！
●
：
。
．
…
．
’
！
、
・
・
↑
．
、
、
１
１
・
・
：
・
・
…
１
１
１
．
…
…
１
１
１
℃
冒
言
６
１
．
．
…
．
マ
皇
：
．
１
９
１
：
：
．
．
．
ｉ
１
．
．
：
量
・
…
１
．
１
０
・
・
・
尋
…
・
’
１
１
言
・
…
ｉ
Ｂ
Ｉ
・
‐
言
マ
．
．
ｉ
１
１
》
・
二
言
今

、
型
五
日
■
｛
三
三
三
■
■
三
三
言
■
ｄ
一
三
三
三
ｑ
ｄ
三
三
三
Ｇ
ａ
三
三
三
万
訂
■
三
三
語
ｑ
ｑ
一
三
三
石
ｑ
ｑ
二
三
三
■
■
ａ
』
三
三
三
．
ａ
三
三
三
貢
■
召
三
三
弓
●
ａ
三
三
三
三
一
ｑ
ｑ
三
三
三
．
ａ
三
三
三
万
■
一
■
一
三
三
壱
■
ａ
一
三
三
三
■
ｑ
三
一

－

｜
I
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11111▲▲
一

厨
、
工
一

ど
内
ら
区
■
ロ
罠
三
三
Ｂ
Ｆ
Ｌ
〃
二
急
三
一
』
ザ
昼
ロ
三
三
言
ｐ
巳
■
■
三
一
三
言
■
ロ
Ｌ
Ｅ
一
三
一

叩
Ⅱ
。
ｌ
■
Ⅱ
９
８
；
■
：
ロ
。
。
。
’
■
Ｕ
Ｌ
９
９
８
』
・
・
・
。
。
．
’
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｑ
・
』
：
◆
■
Ｇ
Ｑ
ｇ
ａ
■
■
■
■
■
。
・
言
ｂ
：
『
。
■
■
■
８
８
８
１
△
呂
口
ｈ
◆

１
６
‐
Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｒ
ｌ
４
０
Ｉ
■
■
Ｒ
Ｕ
Ｂ
凸
け
■
胃
砂
卓
■
■
■
風
■
田
Ｂ
■
■
席

弓

大
正
十
五
年
青
森
師
範
を
卒
業
、
田

名
部
小
学
校
を
ふ
り
出
し
に
三
十
四

年
間
と
い
う
長
い
教
員
生
活
で
あ
る

が
、
そ
の
半
分
の
十
六
年
間
は
生
ま

れ
故
郷
の
、
金
木
で
教
べ
ん
（
鞭
）

を
と
っ
て
い
る
。
校
長
職
鞍
拝
命
し

て
か
ら
満
十
三
年
、
五
十
三
歳
で
あ

る
が
、
コ
ゾ
ン
マ
リ
し
た
体
格
の
せ

い
か
・
年
よ
り
も
若
く
み
え
る
。

『
趣
味
廷
す
か
？
．
．
．
、
・
私
に
は
、
こ

れ
と
い
っ
た
趣
味
は
あ
り
ま
せ
ん
し

得
手
も
な
く
、
自
分
な
が
ら
ツ
マ
ラ

ナ
イ
人
間
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
ヨ
。

若
い
時
は
古
典
文
学
に
．
つ
た
も
の

で
す
が
、
自
分
の
モ
ノ
に
な
ら
ず
じ

ま
い
．
ま
ァ
な
に
を
や
っ
て
も
、
こ

の
調
子
で
す
ヨ
：
．
』
と
は
い
う
も
の

の
、
写
真
の
ウ
デ
は
相
当
な
も
の
と

の
こ
と
。
特
に
お
係
さ
ん
を
モ
デ
ル

一
一

一
一

■P▼

|〆≦’ 一
一
一

雲Z一
一

’
図二二＝

■■

魁

蛮
や

去
る
十
六
日
、
相
の
股
開
拓
通
路
Ａ
線

の
第
三
期
工
顎
の
現
場
鯛
査
お
よ
び
説

明
の
た
め
、
県
開
拓
銀
の
千
出
技
師
が

来
町
し
、
こ
の
日
は
金
木
営
林
撰
側
か

ら
小
林
悪
長
、
伊
藤
罪
業
課
煙
、
田
村

土
木
係
奨
・
役
堀
剛
は
小
野
座
業
課
基

山
中
餓
畳
が
参
加
し
た
。

こ
の
開
拓
道
路
は
、
三
十
三
～
四
年
度

の
露
一
、
二
期
工
事
で
、
永
久
橘
十
六

カ
所
を
完
成
し
、
本
年
度
を
第
三
期
と

し
て
七
月
上
旬
番
工
、
十
月
下
旬
に
竣

工
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
起
点
か
ら
獅

子
が
沢
開
拓
地
ま
で
約
六
蔀
の
全
線
が

森
林
軌
道
と
な
っ
て
い
ぉ
た
め
、
箸
工

前
に
レ
ー
ル
を
取
り
は
ず
す
こ
と
に
な

る
が
、
営
林
署
側
で
は
全
面
的
に
協
力

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
三
十
五
年
庇
は
延
長
三
徴
、
幅
幽
四

厨
、
工
事
費
約
四
百
万
円
の
県
営
工
事

⑬ lllllllllllllllll

場
鮎
咋
ヵ

三
一
Ｉ
〕
・
ミ
ニ
》
；
三
三
’
二
一
三
《
；
三
一
・
三
；
二
三
三
・
’
一
三
三
；
一
一
三
一
”
’
三
三
’
二
三
一
８
三
三
；
三
三
’
二

口
◆
。
０
日
１
０
Ｔ
０
．
．
．
．
，
０
０
■
■
■
■
８
．
．
ワ
・
●
。
。
■
８
Ｂ
８
９
日
■
。
。
Ｃ
●
呂
。
・
・
白
日
ｌ
Ｈ
Ｉ
ｐ
言
画
。
ｑ
：
昌
・
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
・
；
苫
●
の
画
・
』
■
■
■
Ⅱ
日
日
・
・
ざ
・
●
２
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
。
・
・
２
２
。
●
《
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
。
■
■
由
呂
由
町
・
●
・
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
凸
苫
Ｇ
２
胃
呂
■
■
■
Ⅱ

．
．
…
。
．
…
…
．
。
…
…
…
…
…
…
．
駅
．
す
ネ
雪
と
心
細
い
カ
ギ
リ
。
『
・
・
・
夫
唱
婦
随
の
少
ふ
〃
は
、
ド
ッ

金
木
小
学
校
塁
》
『
…
ロ
マ
ン
ス
？
．
，
…
そ
ん
な
も
の
チ
が
上
に
な
り
ま
す
か
シ
て
？
．
…
。
．

…
…
：
源
糠
：
域
：
燕
蕊
暁
溌
蕊
喧
乱
雛
澱
蝿
…
一
霊
理
一
罰
宰
一
塁
一
電
一
ヨ
パ

喜
良
市
鹿
の
子
川
に
沿
勇
Ｌ
、
獅
子
が
沢
卵
拓
邸
ま
で
の
、
型
〈
欲
の
相
の
股
叩
拓
通
路
は
、
第
三
期
工
邪

と
し
て
、
七
月
上
旬
か
ら
路
面
工
顎
に
督
工
す
る
こ
と
に
な
り
、
町
当
雌
お
よ
び
関
係
者
は
大
喜
び
で
あ
る
。

I森
－

一
鉦
陶
酔
嘩
封
劃
壁
嘩
輯
砥
砕
確
証
椎
瞬
一

一
国
の
今
後
の
補
正
予
算
に
よ
っ
て
は
、

一
年
度
内
に
龍
了
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

軌
道
は
ず
し
て
三
キ
ロ

兄
通
し
は
明
る
い
。

こ
の
開
拓
道
路
は
、
将
来
脅
森
～
金
圭

問
の
睡
業
道
路
と
し
て
有
望
祝
さ
れ
｝

い
る
路
線
で
、
当
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、

IhMI"1nWil;M1,,I1IIW;I1miIMN,,,IMM11nW:MIIIIII"liwIMMI,ilIMMI''IIIM!ll,,lIMMI1'IIRIMIII,,1IMMI''1WM1,,,1WM:1'1qMMII,IIIMI

言
一
二
宅
菖
一

に
ゴ
ー
ニ
ヨ
ー

』Idl0qhO』OpqlOoDQblロ叩11MⅧID肌81J80Ⅱ’9DBOOlIBwqDlqOI111■*11DuOqulMDllIl叩＃1

ｚ
二

自動式酒飲み喜
亘

鱈1噸!h.diWmil磑恥蝋刷'MMMMIIM!蝋剛11岻鱒“シ靴錨‘ llllllllllllllllll

言
■
ｒ
Ｐ
三
三
三
■
ｒ
■
匡
三
ヨ
言
Ｄ
Ｅ
Ｂ
三
三
三
三
Ｆ
、
三
劃
匡
言
Ｄ
区
Ｐ
二
三
目
ロ
、
一
三
三
丘
Ｆ
』
▼
。
二
言
Ｌ
ｚ
Ｐ
二
三
亨
、
是

窃
践
剖
窪
創
票
興
．
‘
割
孫
引
議
矧
癖
判
叱
園岬

Ⅲ

。
…
・
・
）
『
お
酒
は
三
合
が
定
堂
で
、
ま
す
し
、
ナ
ニ
も
い
う
こ
と
が
あ
り
鮒

自
分
で
い
う
の
は
オ
カ
シ
イ
が
多
自
ま
せ
ん
』
（
侭
網
さ
れ
て
る
先
生
方
一
幅

動
式
酒
飲
み
〃
で
す
ヨ
。
定
量
に
達
が
ウ
ラ
ヤ
マ
シ
イ
）
、
．
”
Ⅱ

す
れ
ば
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
眠
っ
て
し
『
自
覚
し
て
い
る
自
分
α
熱
セ
？
・
・
・
一
峰
↑

堯
蛎
孵
牒
竪
協
毒
鯏
燃
認
礫
蔀
灘
鋤
螺
一
印

ら
ネ
。
ホ
ッ
ホ
ツ
ホ
ー
』
（
全
身
オ
帳
嘩
垂
毒
渥
拙
計
耗
鈎
珍
辱
恥
舜
搾
一
恥

カ
シ
イ
と
い
う
笑
し

錘
田
中
学
校
長
時
代
、
土
曜
日
ご
と
近
ご
ろ
そ
の
煙
草
の
包
迩
紙
を
染
め
『

蕊
藥
娠
劉
鑑
琵
職
黙
縦
蕊
帥叩

岫
Ｍ
Ｍ

華
繧
や
壜
鍛
搾
垂
帝
鐸
恋
乱
曉
《
塞
韮
諦
埒
逵
始
の
教
育
に
つ
い
て
は
シ
『

鍵
難
》
鏡
難
窯”

Ⅱ
卯

認
嘘
溌
孫
譜
い
艀
諏
瀬
侭
稚
認
雛
協
繩
帰

方
針
を
生
き
た
も
の
に
す
る
の
は
、
る
教
育
で
す
か
ら
ネ
・
・
・
・
オ
ト
ナ
は
一
勺

校
長
ひ
と
り
の
努
力
で
な
く
先
生
方
も
つ
と
も
っ
と
子
ど
も
の
話
を
き
い
耐

は
も
ち
ろ
ん
、
父
兄
も
一
緒
に
な
っ
て
や
ら
ね
ば
…
』
と
。
（
Ｓ
）
一
斗

て
は
じ
め
て
効
果
が
で
て
く
る
も
の
【
写
庫
１
毎
月
担
任
学
年
を
キ
メ
て
徽榊

Ⅱ

で
す
。
ウ
チ
の
先
生
方
は
、
そ
の
点
巡
回
浸
業
す
る
伊
睡
校
長
。
今
日
は
詞

そ
れ
ぞ
れ
最
良
の
方
法
で
努
力
し
て
五
年
二
鑓
の
琶
楽
】

ｚ
マ
曲
■
Ⅱ
■
■
＆
◆
・
呂
・
ロ
ロ
・
■
■
■
■
■
■
口
・
弓
言
・
・
母
■
２
■
■
■
呂
写
目
・
■
■
■
■
■
日
日
“
弓
・
呂
・
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
．
』
毎
．
・
・
‐
．
■
。
こ
■
■
■
■
呂
言
。
。
。
。
」
■
■
■
■
■
Ｂ
●
早
旬
弓
。
。
Ｇ
■
■
■
巳
■
■
言
。
④
呂
由
・
Ｄ
Ｊ
〃
Ｍ
叩
『

一
言
１
一
三
一
言
１
三
三
一
３
一
三
三
１
一
三
三
１
一
三
三
３
三
三
１
三
三
一
１
輯
三
三
＃

’

西
郡
稲
垣
、
耶
力
村
な
ど
か
ら
も
一
日
↑
｝

噛
阜
く
栞
現
す
る
よ
う
要
望
さ
れ
て
い

た
も
の
で
、
青
森
～
金
木
を
緒
ぷ
直
線

遠
路
の
光
成
は
、
今
後
青
森
側
の
路
線

工
邪
い
か
ん
に
か
か
っ
て
お
り
、
町
当
釦

局
お
よ
び
各
関
係
団
体
は
、
青
森
側
と

提
擁
し
、
座
乗
道
路
の
実
現
促
進
を
は

か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

七
月
上
旬
に
晩
明
会

本
年
五
月
二
十
日
交
付
さ
れ
た
『
商
工

会
の
組
繊
等
に
関
す
る
法
律
』
に
よ
っ

て
、
今
ま
で
自
主
的
な
団
体
で
あ
っ
た

商
工
会
が
、
法
人
と
な
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
当
町
で
は
新
し
い
商
工
会
の
組

織
や
運
轌
に
つ
い
て
、
七
月
上
旬
に
説

明
会
を
卵
く
予
定
で
あ
る
。

い
ま
ま
で
の
商
工
会
は
、
・
加
入
者
数
や

地
域
な
ど
に
関
係
な
く
、
自
主
的
な
任

意
の
団
体
で
あ
っ
て
、
一
町
村
に
商
工

会
の
名
称
を
も
つ
団
体
が
二
つ
以
上
あ

る
町
村
が
あ
り
、
全
国
的
に
そ
の
運
営

は
小
規
模
経
営
者
の
満
足
で
き
る
も
の

で
は
な
が
っ
た
の
で
、
こ
の
ほ
ど
法
人

に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。
こ
の
新

し
い
商
工
会
は
、
同
一
町
村
内
の
商
工

業
者
の
過
隼
数
以
上
の
会
員
が
な
け
れ

ば
、
認
可
に
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

法
人
と
な
る
商
工
会

’

扉…1"い
る
。
金
木
町
の
現
在
の
商
工
業
者
数

は
四
三
八
名
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
約

二
二
○
名
以
上
の
加
入
者
が
な
い
と
認

可
に
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
町
当
局

で
は
、
で
き
る
だ
け
全
業
者
の
加
入
を

．
◇
ハ
カ
リ
を
は
か
る
？

こ
の
写
真
は
、
三
年
に
一
回
行
な
う

計
歴
器
検
定
の
一
コ
マ
で
あ
る
が
、

当
町
で
は
五
月
下
旬
に
、
全
町
内
の

ハ
カ
リ
を
は
か
っ
て
も
ら
っ
た
。
福

の
な
か
よ
う
に
お
貢
い
物
を
し
て
く

鮭
さ
い
。

望
ん
で
お
り
、
ま
た
況
明
会
に
は
、
業

者
全
員
の
参
加
を
希
望
し
て
い
る
。

完
成
近
い
農
業
倉
庫

》
”
銅
十
二
万
俵
の
米
俣
管

嘉
瀬
農
業
協
同
組
合
（
組
合
長
木
村
金

利
氏
）
で
は
、
四
月
か
ら
石
造
趣
の
農

業
倉
庫
建
築
に
着
工
、
七
月
下
旬
に
は

竣
工
す
る
予
定
で
、
現
在
嘉
瀬
駅
前
に

工
事
中
で
あ
る
が
、
こ
の
念
暉
が
完
成

す
れ
ば
、
年
問
延
十
二
万
六
千
懐
の
米

が
保
電
で
き
六
十
三
万
円
の
収
入
埴
と

一
一
な
る
。

’
一
食
庫
の
建
坪
は
、
本
娯
九
十
坪
、
下
屋

一
四
十
五
坪
で
、
総
工
邪
説
五
百
七
十
万

八
千
円
で
、
石
材
は
宮
城
県
塩
釜
か
ら

取
り
よ
せ
た
も
の
。
同
農
協
で
は
こ
の

倉
庫
の
ほ
か
、
五
所
川
原
市
毘
沙
門
地

◇
輿
醗
ナ
ニ
を
し
て
る
？
・

荒
繩
に
セ
ン
ベ
イ
を
プ
ラ
下
げ
て
パ

ク
つ
い
て
い
る
エ
プ
ロ
ン
黍
の
、

り
り
し
く
も
、
面
白
い
姿
の
奥
欲

連
。

運
動
会
の
セ
ン
ベ
イ
食
い
競
走
、
と

は
わ
か
る
が
・
・
・
…
。
こ
れ
は
大
東
ガ

丘
分
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
器
さ
ん
だ
培

う
で
す
。
（
六
月
十
六
円
の
運
動
会

か
ら
）

俵
収
容
の
農
業
倉
庫
を
八
月
末
ま
で
に

鴉
江
翻
渭
努
偲
砺
弾
一

咽
１
羽
Ⅲ
Ⅱ
●
叶
獅
Ｍ
出
川
訓
価
町
叫
ｌ
ｌ
ｉ

ｏ
：
．
し
ば
ら
く
休
み
ま
し
た
が
、
今
月

か
ら
ま
た
発
行
ず
る
こ
と
に
し
ま
し
た

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
：
・
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
原
稲
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
ス
ペ
則
ス
の
関
係
で
こ

の
よ
う
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
ｒ
悪
し

か
ら
ず
お
許
し
の
ほ
ど
を
・
・
・
・
・
・
。

○
…
七
月
号
は
四
ペ
ー
ジ
で
発
行
し
ま

す
か
ら
、
そ
の
と
き
に
ウ
メ
合
わ
せ
し

ま
す
。

（
Ｓ
）

編
一
案
一
後
一
記

で
も
屯
ｂ
も
り
ｂ
勺
ｂ
ら
も
。
ｂ
も
も
む
、
や
七
ｂ
ｅ
も
Ｑ
ｑ
ｔ
Ｇ
Ｑ
、
Ｌ
ｑ
ｂ
も
、
ｑ
ｑ
９
９
ｂ
ｂ
ｂ
も
、
も
も
も
屯
弓
。
《
“

『
も
Ｑ
ｂ
９
ｃ
ｂ
Ｑ
Ｑ
ｂ
Ｇ
ａ
■
■
旬
も
■
○
Ｇ
ｏ
ｂ
Ｇ
Ｂ
令
巳
も
Ｑ
Ｑ
ｃ
ｂ
Ｑ
Ｇ
吟
も
ら
■
９
。
Ｑ
■
ｅ
ｂ
Ｑ
Ｑ
９
ｏ
Ｑ
心
。
凸

◇
ベ
ル
の
謹
一
臆
五
円
也

一
一

背
床
委
の
紳
士
が
回
転
車
の
手
入
れ
》

？
と
思
う
で
し
ょ
う
が
、
サ
に
非
ず
罐

最
近
微
勤
、
惟
耶
慨
蝿
で
ベ
ル
の
う
鑑卓

の
●
ダ

ダ
が
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
聡
ら
れ
る
、
と
程

い
う
悩
報
を
剛
い
た
警
察
で
は
‘
さ
蝉伸

一
々
の

つ
そ
く
掘
紘
検
出
と
相
な
っ
た
次
第
》タ

ヰ

こ
の
フ
女
を
バ
ク
ロ
で
は
一
箇
五
円
理

で
斑
上
げ
る
と
の
こ
と
。
皆
採
も
イ
哩包

｜

カ
ガ
？
…
・
‐
．
。
唖
一

新
築
す
る
な
ど
、
そ
の
腕
進
ぶ
り
に
は

目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

官大陸･海･空自
18歳～25歳末減
月 11 日（ 月） まで

月下旬～10月中

3下旬青森、弘前、八戸、

満の田子
で

歳
１
洞

１
下
旬

８
Ｆ

１
月
月
月

満
７
９
７

梧
付
瞬
腫

八雪

△受

△入

△註

河

五所川原、十和田、大浜田名部、黒石

、＄
希｡ －

三
三
三
三
舅
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
一
匿
冨
三
蚕
三
三
妄
言
雪
三
三
三
差
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
皇
三
三
三
三
三
三
三
二
局
Ｍ

川
Ⅱ

釦
Ⅱ
少

投
票
日
七
月
十
五
日

川川

Ⅱ川

Ⅲ
画
く
踏
酒
■
ノ
心
医
罹
竃
ノ
Ｌ
Ｈ
君
竃
ノ
も
碑
建
豆
〆
齢
世
■
『
〆
心
毎
憂
■
／
ｂ
画
罷
呵
／
い
■
■
可

葺

Ⅱ
ノ哩州

畠
壹
業
委
臺
今
産
委
ニ
ヨ

川

恥
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